




はしがき

我が国における地方分権改革は、衆議院及び参議院両院の「地方

分権の推進に関する決議」から20年が経過し、第一次地方分権改革を

経て、第二次地方分権改革が一つの節目を迎えようとしている。

地方公共団体に対する義務づけ・枠付け等の見直しについて、平成

25年６月に第三次一括法が成立したことに加え、残された課題であった

国から地方への事務・権限の移譲等についても、平成25年12月10日に

「事務・権限の移譲等に関する見直し方針について」が閣議決定された

ところである。また、地方分権改革が新たな段階を迎えるにあたり、これ

からの取組の指針として、地方分権改革有識者会議において、「地方

分権改革の総括と展望」について、最終取りまとめにむけた調査審議

が進められている。

このような地方分権に関する種々の改革の進展や課題を視野に入

れながら、地方分権に関する基本問題について先進的かつ実践的な調

査研究を実施するため、平成16年度に本研究会を設置し、検討を重ね

てきた。平成25年度においては４回の研究会を開催しており、本報告書

は、その成果をとりまとめたところである。

本報告書が、我が国の地方税財政を考える上での一助となれば幸

いである。

なお、本研究会は、(財)全国市町村振興協会と(財)自治総合センター

が共同で実施したものである。
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財団法人全国市町村振興協会

理事長 山 野 岳 義

財団法人自治総合センター

理事長 若 林 清 造
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第１章

平成25年度調査報告





地方自治体の業績投票
:首長選挙と地方財政

西川雅史
青山学院大学

ポイントの整理

首長選挙 (small cities, villages & towns)のデータ

業績投票（有権者の行動分析）

地方自治体の財政状況

地方自治体の失業率 ( Job creation)

上位団体からの財政補助 (Rent)

国の経済状況

－1－



研究の背景
わが国は，居住地に関係なく，すべての国民に標準的な行政サービスを提供す
べきであると考えられている．

各地方自治体に 税源は偏在している．

サービスを確保するために国が財源を補償する（再分配を行う）ことが必要．

この結果，共有財源問題(free-rider問題), ソフトバジェット問題 (bail out問題)な
どが発生してしまう．

上記の諸問題を克服するために「分権」の必要性が説かれる．

しかし，分権しても「税源が偏在する下での標準的サービスの提供」という問
題の解決には，垂直的財政調整制度は残らざるを得ない．

また，分権するのであれば，地方自治体の行動を監視する機能について理解し
ておくことが必要になる．

地方自治体は，国よりも住民の需要を把握している
し，国よりも住民に監視されているので，地方自治体
は，国よりも住民の需要を反映した政策を実施するイ
ンセンティブを有している．

住民による「監視」とは・・・？

地方自治体の行動

－2－



監視のメカニズム

内部の監視：議会と首長，議員間の相互牽制

外部の監視：外部監査制度，マスコミ

市場による監視：地方債の金利など

国による監視：健全化法

住民による監視：選挙

拡充，市町村では困難

機能せず

強化中

宿題

今回のターゲット

業績投票という分析枠組み

住民は，地方自治体の業績を評価して投票
する（＝「監視機能」）

業績投票のモデル　　VPt = f(Xt-1）

得票率，世論調査，当落

業績指標（所得，物価，経済成長，政治変数など）
本研究では，財政指標などに注目！

－3－



先行研究
Retrospective voting (Studies with VP-function).
 (Lewis-Beck & Stegmaier(2000), Bellucci and Lewis-Beck(2011)).

Relation between 1st order election and 2nd order election.
(Alesina and Rosenthal(1989), Kousser (2004), Hix and Marsh(2007))

Single purpose small district = election of  school boards.
( Berry & Howell 2007)

Local (not mayoral) elections in Norwegian coalition governments. 
(Martinuseen(2004))

Local (not mayoral) elections in U.K. using  “Comprehensive 
Performance Assessment”  (Boyne et. al. (2009).

Mayoral elections w/ the view point of  decentralization in Israel 
(Brender 2003).

分析対象
福岡県の市町村（北九州，福岡，久留米を除く）

期間:  1968年～2004年，実証分析（1981 to 2004）

合計で 550を越えるサンプル数．

各自治体は，平均して6回の選挙を行っている． 

mean std.dev.

行政区の人口規模 25,100 24,500

「非地方税収」の割合 0.78 0.11

－4－



データ（首長選挙）の概要

(1) 89% は，４年ごとに選挙が実施される．

long data set (1967 - 2004)

(3) 立候補した現職は，86%の確率で勝利する．

(2) 66%の選挙で現職が勝利している．

データの加工

・落選の定義
・サンプルを時間で区分

－5－



落選の定義

現職首長の当落　＝　f (業績指標）

probitを使う

首長の落選とは・・・

現職
出馬

引退

当選

落選

・「勝てない」と考えた現職は引退する．
論理的には「引退＝落選」と考えられそう．
・落選する現職首長は多くない．
技術的には「引退＝落選」と考えたい．

「引退＝落選」という仮定は正しいのか？

－6－



引退を含むことの意味

0

17.5

35.0

52.5

70.0

0 12.5 25 37.5 50

落選率（引退＝落選）

落選率（引退を含まず）

「引退＝落選」を阻害する要因
首長の年齢や当選回数（禅譲，健康不安）
=>行政的な業績とは関係がない「引退」

任期前の引退
=>スキャンダル，議会との対立，鞍替え

前回の得票率
=>前回の強さは，今回の勝敗とは関係が薄い
=>前回の強さは，今回の引退とは関係がある

これらの要素を説明変数に加えて制御し，
「引退＝落選」と見なす．

－7－



実証モデル

現職首長の当落　＝　f (業績指標）

probitを使う

分権の効果

Brender(2003)では，イスラエルのデータを用いて，制度が
「分権化」された後，業績投票が発露したと指摘している．

日本であれば，2000年以前と以降を比較するのが１つの手段．

－8－



Brender(2003)

1989 1993 1998

分権化

業績投票を確認業績投票を確認できず

Japan

1981 1999 2001

分権化

1982
1983 ・・・

2000 2002
2003

2004

業績投票を
確認できる？

業績投票を
確認できない？
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時代を多様に区切ってみる

しかし，日本の2000年以降のデータは少ない．

また，2000年以前と以降だけの比較では，
不十分かも知れない．

時系列的にサンプルを17に区分して分析を行う．

時間の区分のしかた

現職首長の当落＝f (業績指標） 1981-1989年
現職首長の当落＝f (業績指標） 1982-1990年

現職首長の当落＝f (業績指標） 1997-2004年

現職首長の当落＝f (業績指標） 1983-1991年
・
・
・

－10－



事前学習（一次接近）

財政監視機能

財政にまつわる「業績投票」は通時的には安定して
いない．どうして？

－11－



財政監視機能

財政状況がタイトになれば，行政サービスの低下よ
りも，健全性を犠牲にする（監視が弛緩する）．

雇用創出への期待

雇用（失業率）は首長の業績対象ではない．

－12－



レントの獲得

地方財政の「削減」が顕著になった時期に，中央政
府への陳情が「業績」としてカウントされている！

時代背景が重要か？

事前学習から得たこと

時代背景  経済状況

時代背景  他団体との相対比較

－13－



GDP growth rate in Japan
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財政指標
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分析結果 

Economic condition & Election result

GDPが低成長期であれば，公債費比率が増加 (財政が硬直化)するほど，
首長の再選確率は低下する．（Good!）

GDPの成長率が非常に低いときには，実質収支比率が上昇（財政状況が改善）するほ
ど， 首長の再選確率は低下する．（Bad!）

GDPの成長率が非常に低いときには，補助金（非地方税収）が増加するほど， 首長の
再選確率は上昇する．（Rent Seeker !）

地方財政を軽視地方財政を重視

－16－



In the case of  Israel 
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GDP Growth rate

The data at year 1998 only insures “retrospective voting.”

分権化

Summary

業績投票は「不況期」に現れる．

合理的投票者は，好況期には地方財政に注意を払わない
が，不況期には地方財政の悪化を厭わないし，補助金の
獲得を期待する． 

Brender(2003) のイスラエルの結果は，日本の分析結果
と全く異なると理解できる．
=>なぜ違うのか？？？　これが宿題．

－17－



その他のファクト

雇用は首長の業績対象ではない．

得票率が上昇すると現職の落選確率は上昇する．
=>有事には，住民によるペナルティーが起動する．

おわり

－18－



参考資料（西川雅史） 
2013.0627 

Table 1 Intervals Between Elections of Government Mayors 

 

Note: This table uses extended data.  

 

 

Figure 1 歳入に占める項目別割合（平均値） 

 
NOTE:人口 20 万以上の市町村を除く．データの出典は『市町村別決算状況調（2004）』

（ Ministry of Public Management, Home Affairs, Posts and Telecommunications）． 
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参考資料（西川雅史） 
2013.0627 

Figure 2 Relationship Between Election Defeat Rates 1 and 2 

 

 

 

 

 

 

Table 2 Validation of Primary Hypothesis 

 

Note: Values in each cell show statistical significance (the probability of being able to reject the 

null hypothesis). Gray cells show statistical significance greater than the 10% level. ▲ Denotes 

a negative value. 
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参考資料（西川雅史） 
2013.0627 

Figure 3 Distinctiveness of Fukuoka Prefecture Municipalities 

 
 

 

Table 3 Estimates of Economic Trends by Sample (Probit) 

 

Note: The value in each cell shows margina effect (dy/dx). ***,**, * denote statistical 

significance clearing 1%, 5%, and 10% levels respectively. 
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nds  pe

r

  capta 0.0016 -0.0005 -0.0034 0.0040

Personal Previous  v

o

te  sh

a

re    0.1632 -0.3599 -0.2413 -0.1525

Caractrisities Age  (e stimated) -0.0146 ** -0.0044 -0.0088 -0.0184 **

Election  w

i

n -0.5185 *** -0.2796 0.0311 -0.1639

Square  o

f

  El

e

ction  win 0.0626 *** 0.0303 -0.0279 0.0200

Incumbent  t

e

rm  of

 

 off

i

ce  dumm（<4ye ars＝１） -0.7678 *** -0.6577 *** -0.8578 *** -0.7867 ***

District Population 0.2156 -0.4746 -0.4361 0.3891

Caractrisities Immiguration  r

a

te -2.8547 -6.6304 -5.1305 -6.1583

In-comuting  r

a

te 1.8179 *** -1.0633 0.2829 0.5948

Out-commuting  r

a

te 1.4233 ** -1.2241 -1.1982 0.7996

Workers  i

n

  pr

i

mary  ind

u

stries -0.2110 -2.4020 * -2.3353 ** 0.4755

Worker  i

n

  co

n

struction -0.0716 2.6134 -0.0111 0.3280

Voter  t

u

rnout  (e

s

timated) -0.3794 *** -0.8076 *** -0.9014 *** -0.5566 ***

Dummy-1995（1995＝１） 0.0674

Post  d

e

centralization  du

m

my（20 00+＝1） -0.0754 -0.2173

Constant

Observations 146 129 106 159

LR  c

h

i2 106.6 73.6 72.4 91.1

Prob  >

 

 ch

i

2 0.000 0.000 0.000 0.000

Pseudo  R

2

0.561 0.413 0.512 0.442

Log  l

i

kelihood  -41.8 -52.3 -34.5 -57.6

y   
 =

  Pr(

w

in_retired_dum)  (pre

d

ict) 0.812 0.527 0.792 0.704

Economic  Gowth  RaeDependent  vriable;  wis/losses  dumy
(win=1;retirement+loss=0) >0.5% 0.5％  -  3% 3%  -  5% 5%  =

(%) 
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参考資料（西川雅史） 
2013.0627 

Table 4 Comparing the importan Marginal Effects among the different periods. 

 

Note: Same as table 3. 

 

Figure 3 GDP Growth Rate Trends 

 

 

 

 

Number  o  saple 265 275 257 237 190

Y=   
 
prb(win) 0.699 0.650 0.660 0.690 0.761

Net  blance  raio -0.00043 0.00400 0.00395 -0.03211 ** -0.04128 **

Debt  srvice  buden  rato -0.00123 -0.01983 * -0.01833 -0.01690 -0.01006

Unemployment  rte -3.15175 -2.11905 -3.21301 -3.25910 -0.84495

Subsidy  rtio 0.34506 0.74676 0.79271 1.11053 1.77151 **

Municipal  bnds  pe  capta 0.00001 0.00150 0.00161 0.00128 0.00168

Number  o  saple 176 156 137 94 80

Y=   
 
prb(win) 0.789 0.784 0.740 0.648 0.748

Net  blance  raio -0.06941 *** -0.07614 *** -0.09717 *** -0.10176 *** -0.11751 ***

Debt  srvice  buden  rato -0.02837 ** -0.03580 ** -0.04231 ** -0.06431 ** -0.06786 **

Unemployment  rte -4.28888 -4.92004 -7.20701 -4.99938 -9.15115

Subsidy  rtio 2.20291 *** 2.42791 *** 3.00944 ** 1.93189 1.36926

Municipal  bnds  pe  capta 0.00153 0.00124 0.00113 0.00073 0.00351
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参考資料（西川雅史） 
2013.0627 

Table 5 Descriptive Statistics  

 

 

Note: These are descriptive statistics for all periods (1981–2004) for incumbent candidates only. 

Sources: A is “Election Record” (Fukoka Prefecture), B is “Municipal Count Cards” (Ministry 

of internal affairs), C is “National Census” (including linear interpolation), D is original. 

Obs Mean Std.  Dv. Min Max Source

Dependent  vriable;  wis/losses  dumy  (win1;retirement+loss=0) 586 0.6212 0.4855 0 1 A

Net  b

a

lance  ra

t

io 578 -0.5673 11.7530 -139.1951 38.2755 B

debt  s

e

rvice  bu

r

den  rat

i

o 579 -0.0060 4.7608 -13.2471 19.5737 B

Previous  v

o

te  sh

a

re    

(

%

)

586 0.7544 0.2245 0.3024 1 A

Age  (

e

stimated) 586 65.1382 7.8197 38 88 A

Election  w

i

n 586 2.1570 1.2497 1 8 A

Square  o

f

  El

e

ction  win 586 6.2116 7.6743 1 64 A

Incumbent  t

e

rm  of

 

 off

i

ce  dumm

y

（<4ye ars＝１） 586 0.1246 0.3305 0 1 A

Subsidy  r

a

tio 579 0.7875 0.1118 0.3196 0.9761 B

Municipal  b

o

nds  pe

r

  cap

i

ta 579 44.7952 49.3489 0 528.5120 B

Unemployment  r

a

te 561 0.0553 0.0310 0.0076 0.2069 C

Population 579 0.2510 0.2455 0.0091 1.6210 C

Immiguration  r

a

te 563 0.0455 0.0189 0.0161 0.1204 C

In-comuting  r

a

te 561 0.2608 0.1433 0.0442 1.1182 C

Out-commuting  r

a

te 561 0.4416 0.1322 0.0268 0.6867 C

Workers  i

n

  pr

i

mary  ind

u

stries 561 0.1330 0.1203 0.0029 0.5915 C

Worker  i

n

  co

n

struction 561 0.1174 0.0402 0.0346 0.2728 C

Voter  t

u

rnout  (e

s

timated) 561 0.4630 0.4010 0 1.028071 C,A

Dummy-1995（1995＝１） 586 0.0802 0.2718 0 1 D

Post  d

e

centralization  du

m

my（20 00+＝1） 586 0.1843 0.3881 0 1 D
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(
( (

(a) (b) (c) e
(a) × e

( ( ( ( (
2006 12,631 12,653 22 15767 1,248 15,767 15,794
2007 12,068 12,314 246 15453 1,280 17,848 15,768
2008 11,633 11,984 351 14983 1,288 17,412 15,435
2009 11,213 11,663 450 14545 1,297 16,920 15,129
2010 10,839 11,351 512 13636 1,258 16,059 14,280
2011 10,471 11,044 573 14552 1,390 16,908 15,349

2007 12,068 12,314 246 356,952 29,578 385,798 364,229

2008 11,633 11,984 351 301,170 25,889 325,566 310,264

2009 11,213 11,663 450 279,253 24,904 302,094 290,468

2010 10,839 11,351 512 253,461 23,384 275,773 265,434

2011 10,471 11,044 573 256,005 24,449 276,641 270,021
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消費税率及び地方消費税率の引上げとそれに伴う対応について 

経済再生を進めながら財政再建との両立を図っていくことの重要

性並びに増大する社会保障の持続性と安心の確保及び我が国の信認

維持といった社会保障と税の一体改革の趣旨を踏まえつつ、社会保

障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費

税法の一部を改正する等の法律（平成 24 年法律第 68 号）（以下「税

制抜本改革法」という。）附則第 18 条及び社会保障の安定財源の確

保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方交付

税法の一部を改正する法律（平成 24 年法律第 69 号）附則第 19 条の

規定に基づき、以下のとおり経済状況等を総合的に勘案した検討を

行った結果、消費税率（国・地方）については、平成 26 年４月１日

に５％から８％へ引き上げることを確認する。 

これに伴い、消費税率の引上げによる反動減を緩和して景気の下

振れリスクに対応するとともに、その後の経済の成長力の底上げと

好循環の実現を図り持続的な経済成長につなげるため、下記４．の

とおり経済政策パッケージを決定し、デフレ脱却と経済再生に向け

た道筋を確かなものとする。 

１．経済状況と持続的な経済成長に向けた取組 

政府は、長引くデフレからの早期脱却と経済再生を最優先課題

として、日本銀行による「大胆な金融政策」、「機動的な財政政策」、

「民間投資を喚起する成長戦略」からなる「三本の矢」を一体と

して強力に推進してきた。 

経済財政諮問会議において名目及び実質の経済成長率・物価動

向等、種々の経済指標を確認したところ、「消費税率及び地方消費

平成 25 年 10 月１日
閣 議 決 定

資料３

－97－

010913
長方形



税率の引上げに関する経済状況等の総合的な勘案に向けた意見」

（平成 25 年 10 月１日経済財政諮問会議決定）に示されていると

おり、これまでの政策の効果もあって、景気は緩やかに回復しつ

つある。物価の動向を総合してみると、デフレ状況ではなくなり

つつある。先行きについても、景気回復の動きが確かなものとな

ることが期待される。ただし、海外景気の下振れ等が我が国の景

気を下押しするリスクに留意が必要である。 

こうした中で、消費税率の引上げによる反動減を緩和して景気

の下振れリスクに対応するとともに、その後の経済の成長力の底

上げと好循環の実現を図り持続的な経済成長につなげるため、消

費税率の引上げにあたり、４.に掲げる施策に取り組み、デフレ脱

却と経済再生に向けた道筋を確かなものとする。 

 

２．財政状況等 

我が国の財政状況は、平成 24 年度の国・地方のプライマリーバ

ランスが対名目ＧＤＰ比で▲6.4％の赤字となり、公債等残高が同

約 190％に及ぶなど、厳しい状況にある。社会保障関係費の増大や

景気後退などにより悪化を続けてきており、仮に持続可能性に対

する市場の信認が揺らげば、金利の上昇等を通じて経済や国民生

活に大きな影響が出かねない状況にある。 

政府は、国・地方のプライマリーバランスに係る財政健全化目

標を設定している（「経済財政運営と改革の基本方針」（平成 25 年

６月 14 日閣議決定））。その上で、本年８月には「中期財政計画」

（平成 25 年８月８日閣議了解）を策定し、９月のＧ20 サンクトペ

テルブルク・サミットにおいて報告したところである。今後とも、

財政健全化目標の達成に向けて着実に取り組んでいく。 

また、国民に負担増を求める際に、各分野の歳出において無駄

があったり、優先順位の低いものに予算措置が行われているとい

った批判を招くことがないよう、政府全体として取り組む。 
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３．社会保障制度改革 

社会保障と税の一体改革は、社会保障の安定財源確保と財政健

全化を同時に達成することを目指す観点から行われるものであり、

政府は、受益と負担の均衡がとれた持続可能な社会保障制度を確

立するための社会保障制度改革を総合的かつ集中的に推進する。 

本年８月には、社会保障制度改革国民会議における審議の結果

等を踏まえ、「社会保障制度改革推進法第４条の規定に基づく「法

制上の措置」の骨子について」（平成 25 年８月 21 日閣議決定）を

決定し、社会保障制度改革について、その方向性とスケジュール

を明らかにするとともに、消費税増収分と社会保障給付の重点

化・効率化により必要な財源を確保しつつ行うこととしたところ

である。 

政府は、この骨子に基づく法律案を速やかに策定し、次期国会

冒頭に法案を提出した上で、基礎年金国庫負担割合の１／２への

引上げを恒久化するほか、消費税増収分を活用した社会保障の充

実策として、「待機児童解消加速化プラン」の推進をはじめとする

子育て支援や国民健康保険制度等の低所得者保険料軽減措置の拡

充などの低所得者対策などに着実に取り組んでいく。 

 

４．消費税率引上げにあたっての対応 

消費税率の引上げにあたっては、税収増を社会保障の充実・安

定化に充てるのみならず、デフレ脱却と経済再生に向けた取組を

更に強化するため、以下について、経済政策パッケージとして取

り組む。 

 

（１）成長力底上げのための政策 

① 成長戦略関連施策の当面の実行方針 

「日本再興戦略」（平成 25 年６月 14 日閣議決定）に掲げられ
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た達成目標を実現していくため、「成長戦略の当面の実行方針」

（平成 25 年 10 月１日日本経済再生本部決定）に基づき、以下

の施策を中核とする関連施策を着実に推進し、成長戦略の実行

の加速化と強化を図る。 

国家戦略特区・企業実証特例制度・適法性確認制度の創設、

産業競争力会議・規制改革会議等の議論を通じた規制・制度改

革の推進により、戦略地域単位、企業単位、全国単位の三層構

造で構造改革を加速化する。 

②に示す投資減税措置等により、民間投資・産業新陳代謝の

促進を図る。 

これらの施策を推進するため、国家戦略特区関連法案、産業

競争力強化法案を次期国会に提出するなど、所要の措置を講ず

る。 

特に、日本の経済社会の風景を変える大胆な規制・制度改革

を実行していくための突破口として、「居住環境を含め、世界と

戦える国際都市の形成」、「医療等の国際的イノベーション拠点

整備」といった観点から、特例的な措置を組み合わせて講じ、

成長の起爆剤となる世界で一番ビジネスがしやすい環境を創出

するため、「国家戦略特区」の具体化を進める。 

具体的には、容積率・用途等土地利用規制の見直し、公立学

校運営の民間への開放、国際医療拠点における病床規制の特例

による病床の新設・増床の容認、保険外併用療養の拡充、滞在

施設等の旅館業法の適用除外、農業の競争力強化のための環境

整備などの特例措置を検討し、具体化を図る。 

農業、医療、エネルギー等の戦略分野の市場創出を加速化す

るため、農地中間管理機構（仮称）関連法案、電気事業法改正

法案を次期国会に提出するとともに、継続審議となっている薬

事法等改正法案、再生医療等安全性確保法案の早期成立を目指

す。 
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公的・準公的資金関係について、運用対象の多様化を図り、

分散投資を促進する等運用方法の見直しについて検討を進め、

11 月末までにとりまとめを行う。 

更に、雇用、医療・介護、農業等の分野に関し、産業競争力

会議、規制改革会議等が連携して、更なる構造改革について検

討を進める。 

 

② 投資減税措置等 

「日本再興戦略」に沿って、民間投資を活性化するため、「民

間投資活性化等のための税制改正大綱」（平成 25 年 10 月１日）

（以下「与党税制改正大綱」という。）に基づき、以下の政策税

制を実施する。 

・先端設備の取得など生産性の向上につながる設備投資を促進

する税制の創設、中小企業を支援する中小企業投資促進税制

の拡充及び企業の研究開発投資を促進する研究開発税制の拡

充を行う。 

・収益力の飛躍的な向上に向けた戦略的・抜本的な事業再編を

促進する税制及び企業によるベンチャーファンドへの投資等

を促進する税制を創設する。 

・設備投資につながる制度・規制面での環境整備に応じた税制

として、耐震改修を促進するための税制を創設するほか、省

エネ改修、地球温暖化対策及びノンフロン製品の普及の促進

については上記生産性の向上につながる設備投資を促進する

税制で実質的に支援する。 

 

（２）「政・労・使」の連携による経済の好循環の実現 

企業収益の拡大が賃金の上昇や雇用の拡大につながり、消費の

拡大や投資の増加を通じて更なる企業収益の拡大に結び付くと

いう好循環を実現していく。このため、政府としても、経営者側

－101－



及び労働者側の双方と連携し、「経済の好循環実現に向けた政労

使会議」を９月 20 日に立ち上げたところであり、課題解決に向

けた参加者間における共通認識の醸成を図るとともに、必要な取

組を実施する。 

企業による賃金引上げの取組を強力に促進するため、与党税制

改正大綱に基づき、平成 25 年度税制改正で創設した所得拡大促

進税制を拡充する。 

足元の経済成長を賃金上昇につなげることを前提に、復興特別

法人税の一年前倒しでの廃止について検討する。その検討にあた

っては、税収の動向などを見極めて復興特別法人税に代わる復興

財源を確保すること、国民の理解、なかでも被災地の方々の十分

な理解を得ること、及び復興特別法人税の廃止を確実に賃金上昇

につなげられる方策と見通しを確認すること等を踏まえたうえ

で、12 月中に結論を得る。 

 

（３）新たな経済対策の策定 

消費税率の引上げに伴う駆け込み需要とその反動減を緩和し

景気の下振れリスクに対応するとともに、その後の経済の成長力

を底上げして成長軌道に早期に復帰できるよう、反動減等に対応

した後述の給付措置も含めて、新たな経済対策を策定する。 

新たな経済対策については、来年度４～６月期に見込まれる反

動減を大きく上回る５兆円規模とし、３％の消費税率引上げによ

る影響を大幅に緩和するとともに、経済の成長力の底上げによる

成長軌道への早期の復帰に対応する。これにより、成長の果実を

地域の隅々にまで浸透させていく。 

その中で、 

・競争力強化策（中小企業に重点を置いた投資補助金などの設備

投資支援策、エネルギーコスト対策、東京オリンピックへの対

応などの交通・物流ネットワークの整備、競争力強化・イノベ
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ーションにつながる重点課題の研究開発、地域活性化のための

農業の６次産業化の推進など。） 

・高齢者・女性・若者向け施策（簡素な給付措置の加算措置、若

者や女性を含めた雇用拡大・賃上げ促進のための措置、子育て

支援など。） 

・復興、防災・安全対策の加速（被災地の災害復旧、地域経済に

配慮した社会資本の老朽化対策・学校施設の耐震化など。復興

事業については、復興特別法人税を廃止する場合は復興財源を

補填。） 

などを措置すべく、今後、来年度予算と併せて具体化し、景気や

税収の動向を見極めた上で、12 月上旬に新たな経済対策の策定を

行う。 

その上で、これらの施策を実行するための平成 25 年度補正予

算を、来年度予算と併せて編成する。 

また、来年度予算においても、経済成長に資する施策に重点化

する。 

 

（４）簡素な給付措置 

消費税率の引上げに際し、低所得者に与える負担の影響に鑑み、

一体改革の枠組みの中で講じる社会保障の充実のための措置と

併せ、低所得者に対する適切な配慮を行うため、暫定的・臨時的

な措置として、別紙１のとおり、総額約 3,000 億円の給付措置を

行う。 

 

（５）住宅取得等に係る給付措置、車体課税の見直し 

① 一般の住宅取得に係る給付措置 

消費税率の引上げの前後における駆け込み需要及びその反動

等による影響が大きいことを踏まえ、一時の税負担の増加によ

る影響を平準化する観点等から、平成 25 年度税制改正において
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住宅ローン減税の拡充措置等を講じたところであり、これを着

実に実施するとともに、当該措置を講じてもなお効果が限定的

な所得層に対して、住宅取得に係る消費税負担増をかなりの程

度緩和するため、別紙２のとおり、総額約 3,100 億円の給付措

置を行う。 

 

② 被災者の住宅再建に係る給付措置 

被災者については、復興まちづくりに係る区域指定や宅地造

成の時期など外的な要因により被災者間で生じる負担の不均衡

を避けるため、住宅再取得等に係る標準的な消費税の負担増加

に対応し得る措置として、別紙３のとおり、総額約 500 億円の

給付措置を行う。 

 

  ③ 車体課税の見直し 

   自動車取得税及び自動車重量税については、経済情勢に配慮

する観点から、消費税率引上げの前後における駆け込み需要及

び反動減の緩和も視野に入れ、税制抜本改革法第７条第１号カ

に基づき、国及び地方を通じた関連税制の在り方の見直しを行

い、安定的な財源を確保した上で、地方財政にも配慮しつつ、

簡素化、負担の軽減、グリーン化を図る観点から、見直しを行

う。 

 

（６）転嫁対策 

消費税率の引上げに際しては、消費税の円滑かつ適正な転嫁を

確保することが重要である。本年６月には消費税の円滑かつ適正

な転嫁の確保のための消費税の転嫁を阻害する行為の是正等に

関する特別措置法（平成 25 年法律第 41 号）が成立したところで

あり、この法律等に基づいて、実効性のある対策を推進していく。 
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（７）復興の加速等 

消費税率の引上げに際し、東日本大震災の被災地の復旧・復興

に支障が生じないよう、全力で復旧・復興の加速に取り組む。そ

のため、前述のとおり、下記の措置を講じる。 

① 新たな経済対策の中で復旧・復興の加速に取り組み、平成 25

年度補正予算及び平成 26 年度当初予算で予算措置を講じる。 

② その対策の中で、復興特別法人税を廃止する場合は復興財源

を補填する。 

③ 被災者の住宅再建に係る給付措置を行う。 
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（別紙１） 

簡素な給付措置 

 

税制抜本改革法第 7 条第 1 号ハの規定に基づき暫定的・臨時的措

置として実施する簡素な給付措置について、消費税率が 8％である期

間における具体的な内容を、下記のとおりとする。 

 

（１）給付対象者 

市町村民税（均等割）が課税されていない者（市町村民税（均等

割）が課税されている者の扶養親族等を除く） 

（注）生活保護制度内で対応される被保護者等は対象としない。 

 

（２）給付額 

給付対象者一人につき、10,000 円 （1 年半分を 1 回の手続で

支給） 

 

（３）加算 

（１）の給付対象者のうち、以下のいずれかに該当する者には、

26 年 4 月の年金の特例水準解消等を考慮し、一人につき 5,000 円

を加算 

・老齢基礎年金（65 歳以上）、障害基礎年金、遺族基礎年金の受給

者等 

・児童扶養手当法による児童扶養手当の額等の改定の特例に関す

る法律（平成 17 年法律第 9 号）の対象となる手当（児童扶養手

当、特別障害者手当等）の受給者等 

 

（４）実施方法 

給付対象者からの申請に基づき、市町村（特別区を含む。）の協

力を得て実施する。また、都道府県に対しても、市町村の円滑な執

行の支援について協力を求める。具体的には、地方と協議を行い、

決定する。 
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国は、簡素な給付措置の実施に要する費用について負担するほか、

市町村の事務負担に配慮し、必要な協力を行う。 

実施方法は、事務・費用の両面でできる限り簡素で効率的なもの

とする。 

 

（５）その他 

この閣議決定に定めるもののほか、本措置の実施業務につき必要

な事項は、厚生労働大臣が別に定める。 
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（別紙２） 

一般の住宅取得に係る給付措置 

 

（１）給付額 

住民税（都道府県）所得割額（注）  給付額 

6.89 万円以下          30 万円 

6.89 万円超 8.39 万円以下     20 万円 

8.39 万円超 9.38 万円以下     10 万円 

 

（注）都道府県民税率４％の場合の住民税（都道府県）所得割額。 

 

（２）給付対象者 

引上げ後の消費税率が適用され、一定の質が確保された新築住

宅又は中古住宅を取得し自ら居住する者。ただし、住宅ローンを

利用せずに住宅を取得する者については、50 歳以上であって、住

民税（都道府県）所得割額（注）が 13.3 万円以下の者に限るものと

する。 

 

（３）給付方法 

住宅取得に係る給付措置は、原則として、次の方法により行う。 

・給付事務は公募により選定する者が行う。 

 ・給付申請は住宅取得者又はこれを代行する者が行う。 

 ・給付金は住宅取得者又は住宅取得者に代わる者として当該住宅

の請負人・売主が受領する。 

 ・給付は現金を指定の口座に振り込むことにより行う。 

 

（４）その他 

  この閣議決定に定めるもののほか、本措置の実施業務につき必

要な事項は、国土交通大臣が別に定める。 
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なお、税制抜本改革法附則第 18 条等の規定に基づき、経済状

況等を総合的に勘案した検討を行った結果、平成 27 年 10 月１日

に消費税率が 10％に引き上げられた場合の給付措置については、

「住宅取得に係る給付措置についての自由民主党・公明党の合意」

（平成 25 年６月 26 日）を踏まえたものとする。 
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（別紙３） 

被災者の住宅再建に係る給付措置 

 

（１）給付額 

   給付対象者の所得水準に関わらず、次により計算した額とする。 

建築・購入 再取得住宅の床面積×補助単価（17.1万円/㎡）×3％

補 

修 

全壊 被災住宅の床面積 ×補助単価（ 5.6万円/㎡）×3％

大規模半壊 被災住宅の床面積 ×補助単価（ 5.5万円/㎡）×3％

半壊 被災住宅の床面積 ×補助単価（ 4.6万円/㎡）×3％

一部半壊 被災住宅の床面積 ×補助単価（ 2.8万円/㎡）×3％

（注１）被災住宅は、東日本大震災により被害が生じた住宅であって、り災証

明書で「全壊」、「大規模半壊」、「半壊」若しくは「一部損壊」の認定を

受けたもの又は原子力災害による避難指示区域、避難解除区域若しくは

特定避難勧奨地点（解除された地点を含む）内に所在するものをいう。 

（注２）再取得住宅は、被災住宅に代わり、新たに建築・購入した住宅をいう。 

（注３）建築・購入については、給付する床面積の上限を 175 ㎡とする。 

（注４）補修については、実際に要した補修工事費の消費税増税分を上限とする。 

 

（２）給付対象者 

 ① 建築・購入の場合 

給付対象者は、以下の要件をすべて満たす者とする。 

ア）被災住宅を所有していた者 

イ）再取得住宅を所有している者 

ウ）再取得住宅に居住している者 

ただし、上記の要件をすべて満たしていない場合であっても、 

ア）又はイ）の要件を有する者が共同で申請し、これらの者が再

取得住宅に共に居住する場合など一定の場合には、給付を受ける

ことができることとする。 

  

 ② 補修の場合 

  給付対象者は、以下の要件をすべて満たす者とする。 
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 ア）被災住宅を所有している者 

 イ）被災住宅の補修工事（税抜きの補修工事費が 100 万円以上の

もの）を発注した者 

 ウ）補修した被災住宅に居住している者 

ただし、上記の要件をすべて満たしていない場合であっても、

ア）又はイ）の要件を有する者が共同で申請し、これらの者が補

修した被災住宅に共に居住する場合など一定の場合には、給付を

受けることができることとする。  

 

（３）給付方法 

住宅再建に係る給付措置は、原則として、次の方法により行う。 

・給付事務は公募により選定する者が行う。 

・給付申請は住宅取得者又はこれを代行する者が行う。 

・給付金は住宅取得者が受領する。 

・給付は現金を指定の口座に振り込むことにより行う。 

  

（４）その他 

この閣議決定に定めるもののほか、本措置の実施業務につき必

要な事項は、復興大臣が別に定める。 

 

  なお、税制抜本改革法附則第 18 条等の規定に基づき、経済状

況等を総合的に勘案した検討を行った結果、平成 27 年 10 月１日

に消費税率が 10％に引き上げられた場合の給付措置については、

「東日本大震災による被災者の住宅再建に係る給付措置につい

ての自由民主党・公明党の合意」（平成 25 年８月７日）を踏まえ

たものとする。 
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（参考） 

 

経済政策パッケージにおける税制改正による 

減収見込額（平年度ベース） 

 

（単位：億円） 

改正事項 国税 地方税 合計 

１．投資減税措置等  5,500 1,900 7,300

   

２．所得拡大促進税制 1,500 100 1,600

   

３．住宅ローン減税の拡充等 700 400 1,100

計 7,600 2,400 10,100

（注１）上記の計数は、平成 25 年度税制改正分を含む。 

（注２） 上記の計数は、それぞれ100億円未満を四捨五入している。

したがって、端数において合計とは一致しないものがある。 
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1 323,600 235,500 19,251

2 2,531 15,989

3 30,880

51,183 25,036

5 16,328 959 10,999

6 28,396 16,552 13,665

1,685 11,351

8 85,229

9 3,583 8,909 10,286

10 88,301

11 18,630 9,290

12 18,008 2,396 1,338

13 29,568 1,202

191 2,209

15 130 68 1,215 685

16 1,820 252 118 953

10,006 6,536

18 8,220 2,939 2,236

19 10,516 288 3,881

20 6,623 256 2,062

21 3,389 1,635

22 3,218 2,895 311 336 828 928

23 13,363 6,851

9,623 658

25 225 122 960

102,998 53,116 321,028

No

1 734,474 659,133
2 132,266 37,842 36,547
3 35,611 3,222 1,846
4 55,321 43,827 5,765 15,734
5 26,978 16,157 2,251 1,218 8,872 7,244
6 69,541 7,198 4,516 19,365 19,332
7 55,391 38,898 17,175 15,767
8 37,851 5,136 3,297 13,847 13,888
9 37,727 4,186

17,189 2,442 1,237 9,869 8,161
11 61,878 6,477 4,247 17,154 18,233
12 28,444 19,947 2,577 1,628 8,256
13 51,912 6,948 3,878
14 58,729 6,954 6,212 17,343
15 11,388 6,562 859 4,358 3,325
16 5,554 4,112 533 372 1,692
17 6,865 958 526 2,812
18 16,594 11,953 963 4,346 4,625
19 11,247 7,382 872 3,336

31,234 35,163 3,677 5,865 9,436
21 37,734 43,254 5,459 4,699 12,648
22 4,429 3,223 391 255 1,461 1,349
23 7,877 593 286 2,655 2,226
24 118 75 582 445
25 6,716 4,292 482 257 2,327
26 6,792 6,912 618 2,517
27 11,972 9,216 642 3,668 3,966
28 17,888 13,959 1,289 4,953 5,111
29 8,676 8,421 922 2,521

32,676 28,131 3,835 2,649 7,678
31 11,181 7,854 983 592 3,385
32 16,981 8,712 994 461 6,754
33 12,715 8,532 1,195 699 3,633
34 19,316 11,268 837 6,934 5,167
35 3,116 366 229 1,761 1,416
36 7,977 733 2,781 2,913
37 6,172 453 2,815
38 4,375 171 1,586 1,172
39 1,376 166 927 589

4,934 2,911 357 217 1,628 1,323
41 71 32 264
42 3,681 2,664 326 234 968
43 4,249 262 145
44 16,638 1,495 4,662
45 8,314 644 363 2,813

1,817,426 1,467,142 137,751 466,743 533,683
29,483,665

No
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